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1. はじめに 

REBa2Cu3O7 (RE123, RE:希土類元素)は 90 K 級

の臨界温度および磁場下での優れた臨界電流特

性を有する。しかし、粒界の超伝導電子の結合が弱

く、RE123 の実用化には 2(3)軸結晶配向制御が必

要となる。我々は物質の結晶磁気異方性を利用し

た回転変調磁場 による 2(3)軸結晶配向法に着目

している。本研究では、間欠回転磁場に加えて回

転変調磁場として静止の効果と回転の効果が一つ

の工程に含まれている首振り回転磁場に着目し、磁

場条件とスラリー条件に対する首振り回転磁場下の

Er123 厚膜の配向度の変化を明らかにした。 
 
2. 実験方法 

本研究では、固相反応法で製造された市販の

Er123 粉末を用いた。PVB-アルコール溶液(PVB
濃度：5～20 wt.%)を分散媒とし、体積分率 20％

の Er123 粉末を含むスラリーを作製した。これらのス

ラリーを試料回転方式の首振り回転磁場下で室温

にてシート成形させ、Er123 配向厚膜を得た。Fig. 1
に首振り回転磁場の発生方法の概念図を示す。こ

こで、直方体試料の互いに直交する各側面をα, β, γ
面とする。水平磁場(μ0Ha)を常にγ 面と平行にし、α
面の法線と水平磁場がなす角をφ とする。回転速度

はΩ = 20 rpm であり、φmax =45°とし、首振り角度と

してφ =±φmax となるときに折り返しをさせた。これによ

り、首振り回転磁場を発生させた。得られた配向厚

膜について、底面の極点図から配向度を決定した。 

 
Fig. 1 Experimental configuration in oscillated 

rotation magnetic fields. 
 

3. 結果と考察 

Fig. 1 で示した首振り回転磁場では、原理的にφ 
＜90°のとき、第 1 磁化容易軸がα面、第 2 磁化容

易軸がβ面、磁化困難軸がγ面の垂直方向に向く。

また、Er123 の磁化率の関係はχb>χa>χcである[1]。
すなわち、原理的には、2 次元超伝導 CuO2面が

γ面に平行に広がった 2 軸配向組織が得られる

ことが予想される。Fig. 2 に Er123 配向厚膜の

(103)極点図を示す。なお、PVB 10wt.%を溶解した

エタノールを分散媒としたスラリーを用い、印加磁場

は 3 テスラである。Fig. 2 で得られた配向度は、1 テ

スラのそれよりも高まった。一方で、さらに高磁場で

ある 5 テスラで配向させても、配向度の向上は認め

られなかった。また、この配向度は、エポキシ樹脂中、

同一磁場条件で配向させた Er123 粉末配向体のそ

れよりも低い。時間変化を含むスラリーの粘性制御

が必要であることを示唆している。 
当日は、様々な磁場条件で作製した Er123 配向

厚膜の配向度の結果に加えて、スラリーの粘性

制御に関する実験についても報告する予定であ

る。 
 

 
 

Fig. 2  (103) pole figure for Er123 thick film 
aligned under oscillated rotation magnetic field with 
μ0Ha = 5 T and φmax = 45°. Slurry with PVB 10 wt.% 
and ethanol was used. 
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